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訴訟の判決に関するお知らせ 

 

当社は、元子会社の北日本化学株式会社に対する貸付金の当社への弁済に関して、３名の連帯

保証人（いずれも自然人）に対して連帯保証債務履行を求めて提起しておりました訴訟について、

本日、東京地方裁判所から判決が言い渡されましたので、下記のとおりお知らせいたします。  

 

記  
 
１． 訴訟の提起から判決に至るまでの経緯 
平成 21 年 6 月 29 日付「連結子会社の株式譲渡に伴う子会社異動に関するお知らせ」でお知

らせしておりますとおり、当社は、当時完全子会社でありました北日本化学株式会社の発行済全

株式を譲渡した際、同社に対する貸付金 315 百万円については分割弁済（ただし、約定の一部

金額を期日どおりに弁済した場合にはうち 84 百万円は債権放棄）する旨の合意をしておりまし

た。 
しかしながら、主債務者である同社は平成 21 年 9 月 30 日付「債権取立不能または取立遅延

のおそれに関するお知らせ」のとおり、同日期日の約定弁済を延滞しました。 
 
同社の弁済の延滞に対して、当社は同社へ弁済の催告を行うと同時に、本貸付金の弁済にかか

る重畳的債務引受人 1 名および連帯保証人 4 名に連帯保証債務履行請求を行いました。その後、

同社からは一部弁済がなされ、また弁済条件変更の依頼も受けましたが、最終的な弁済計画の提

示はなされず、平成 22 年 2 月 2 日の一部弁済を最後に、弁済がなされない状況となりました。 
 
この状況から、当社は連帯保証人のうち 3 名に対して、平成 22 年 5 月 26 日付で同社に対す

る貸付金残高 226 百万円および遅延損害金について連帯保証債務履行を求め、東京地方裁判所

に訴訟を提起し、本日、下記の内容で当社の請求をすべて認容する当社全面勝訴の判決が言い渡

されました。 
  

２．判決主文の内容 
（１）被告 3 名は、原告（当社）に対して、連帯して金 2 億 3004 万 9312 円およびうち 2 億

2674 万 3898 円に対する平成 22 年 2 月 3 日から支払済みまで年 14.6％の割合による金員を支

払え。 
（２）訴訟費用は被告らの負担とする。 
（３）この判決は、仮に執行することができる。 
 
３．今後の見通し 
本件が、平成 24 年 6 月期の通期連結業績予想に与える影響については、現時点では明らかで



 

はありませんが、今後開示すべき事項が発生した場合には速やかにお知らせいたします。 
元子会社北日本化学株式会社に対する本件貸付金の損失処理および同社の金融機関からの債務

に対する当社の連帯保証債務に関する代位弁済による損失処理は、前期平成 23 年 6 月期までに

終えており、本日別途開示いたしました「特別損失の計上に関するお知らせ」にかかる損失処理

後は、貸付金の回収がなされた場合には、その都度営業外収益として計上する予定です。なお、

本判決に対する被告３名の対応については、現時点では明確に示されておりませんが、被告より

控訴された場合には、引き続き当社の主張が認められるよう対応してまいります。 
 
また、本訴訟外の主債務者北日本化学株式会社ならびに重畳的債務引受人１名および連帯保証

人１名との回収交渉を継続し、また、当社が同社の債権者であった金融機関へ代位弁済したこと

により代位取得した不動産担保権による回収を図るなどにより、全力をあげて損害額の回収に注

力する所存であります。これらについて今後さらに公表を要することとなった場合には速やかに

お知らせいたします。 
以上 


